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千歳市葬斎場管理運営業務仕様書

千歳市葬斎場（以下「火葬場」という。）の指定管理者が行う業務の内容及びその範囲

等は、この仕様書によります。

第１ 趣 旨

本仕様書は、墓地、埋葬等に関する法律に基づく火葬業務を行うことを目的に設置され

ている火葬場の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法について定めることを目的と

します。

第２ 火葬場の管理に関する基本的な考え方

火葬場を管理運営するにあたっては、次に掲げる項目に沿って行ってください。

（１）墓地、埋葬等に関する法律（以下「墓埋法」という。）その他関係法規を遵守し、

その趣旨を十分理解した上で管理を行うこと。

（２）市民の心情に配慮し、かつ公衆の衛生その他公共の福祉の見地から支障なく行うこ

と。

（３）業務で知り得た個人情報の保護を徹底すること。

（４）効率的かつ効果的な管理を行い、管理運営費の削減に努めること。

第３ 施設の概要

（１）名   称

    千歳市葬斎場

（２）場   所  

    千歳市根志越１３６５番地の甲

（３）規模・構造      

    鉄筋コンクリート造一部２階建

（４）敷地面積    

    ２４,７２７.52 ㎡

（５）建築面積       

     ３,０１７.32 ㎡

（６）延床面積    

     ２,５９３.36 ㎡

（７）主な施設  

    ・火葬炉  ７基（人体炉５基、小焼却炉１基、汚物炉１基）

    ・告別室  ２室       ※小焼却炉は動物の火葬に使用

     ・収骨室  ２室

    ・霊安室  １室

    ・待合室  ５室（和室２４畳、１室３０名利用可能）

    ・待合ホール

    ・駐車場 ６４台 （大型バス４台、乗用車６０台）
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    ・その他 エントランスホール、炉前ホール、残灰室、事務室、給湯室

第４ 指定管理者が行う業務の範囲に関する事項

指定管理者は、施設の維持管理のため「千歳市葬斎場管理運営業務仕様書」

及び「施設管理業務仕様書」に掲げる業務を行ってください。

また、人生終焉の地としての火葬場の管理に関しては、遺族及び参会者の気

持ちになり、場内を良好に整備していることや施設を支障なく利用できること

が重要です。

常に整理整頓に努めるとともに、親切・丁寧に対応してください。

（１）火葬に関すること

  ア 遺体の火葬に関すること。

  イ 手術肢体、胞衣産わい物の焼却に関すること。

  ウ 小動物（犬、猫又はこれ以下の動物の死体をいう。）の焼却に関すること。

  エ 遺体の一時保管に関すること。

  オ 残灰の処理に関すること。

  カ アからオに掲げる業務に関連する業務

（２）事務処理に関すること。

  ア 墓埋法第１２条に規定する管理者の行う事務に関すること。

  イ 金銭管理簿の作成

  ウ 業務日誌、月報、統計の作成

（３）施設設備の維持管理に関すること。

   適正な管理運営のため、施設設備に関する保守、点検等を行うこと。

    ※別表１ 「千歳市葬斎場施設管理業務」に掲げる業務のとおり。

（４）指定管理者に委託する業務

   （１）から（３）に掲げる業務のほか、千歳市火葬場条例第１２条に規定する使用

料の徴収事務。

（５）その他

   次に掲げる事項については市の権限となります。

  ア 目的外使用の許可に関すること。

  イ 使用料の額の決定に関すること。

  ウ 使用料の減免及び還付に関すること。

  エ 休業日及び使用時間の変更に関すること。

  オ その他施設の管理運営に関しての基本事項の決定に関すること。

（６）施設管理業務

    「施設管理業務仕様書」のとおり

  ・千歳市葬斎場管理業務

    ・千歳市葬斎場機械警備業務

  ・千歳市葬斎場オゾン脱臭装置保守点検業務

  ・千歳市葬斎場じん芥処理業務

  ・千歳市葬斎場排水設備維持管理業務
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   ・千歳市葬斎場自動ドア保守点検業務

   ・千歳市葬斎場空調設備保守点検業務

   ・千歳市葬斎場除雪業務

   ・千歳市葬斎場消防設備保守点検業務

   ・千歳市葬斎場火葬炉保守点検業務

   ・自家用電気工作物保安業務

第５ 業務の基準に関する事項

（１）開設日時

   開設日時等は、次のとおりとします。

  ア 開設時間 午前８時４５分から午後５時１５分まで

  イ 休 業 日  １月１日及び友引の日  

         （ただし、休業日に火葬しなければならない場合は、その時間は開場          

する）

（２）職員の配置

  ア 火葬業務を行う職員は４人、受付業務を行う職員は１人を標準とします。その他、   

施設の支障がないように職員を配置してください。

  イ 火葬業務を行う者の中から火葬管理者を必ず１人配置してください。

第６ 指定期間

   平成2７年４月１日から平成３２年３月３１日までの５年間です。

第７ 法令の遵守

  火葬場の管理にあたっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令等に基づいて行わ  

なければなりません。

  また、市の環境に関する方針に準じて、環境に配慮した指定管理業務の実施に努める

とともに、市が行う諸施策に協力してください。

（１）墓地、埋葬等に関する法律

（２）墓地、埋葬等に関する法律施行規則

（３）千歳市火葬場条例

（４）千歳市火葬場条例施行規則

（５）千歳市の公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例

（６）個人情報の保護に関する法律

（７）千歳市個人情報保護条例

第８ 施設の運営に関すること

（１）職員の教育

  ア 職員には、施設の運営に必要な接遇や経理事務の能力を有し、又施設の管理が適

正に行える者を配置してください。

  イ 火葬場の管理運営に支障がない勤務体制とし、使用時間を必ず守り、非常時に備
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え連絡網の整備を行ってください。

  ウ 使用時間内は、施設の利用受付、使用許可及び使用料の徴収等の業務が確実に実

施できる体制としてください。

  エ 職員に対し、施設の管理運営に必要な研修を実施してください。

  オ 個人情報の保護の体制をとり、職員に周知・徹底を図ってください（指定管理者

及び職員には千歳市個人情報保護条例が適用されます）。

（２）使用料の徴収及び納付

  ア 動物の火葬において、動物焼却施設の使用承認の際に使用料を徴収します。

    当市では、地方自治法第２４４条の２第８項に定める利用料金制は採用しません

ので、使用料はすべて市に帰属します。

  イ 徴収した使用料については、金銭出納帳に記載し、半月分をまとめて市の発行す

る納付書により必ず金融機関に納付します。

（３）物品管理及び経理事務

  ア 火葬業務に必要な消耗品の在庫及び燃料の残量の確認を行い、業務に支障のない

よう発注を行ってください。特に火葬炉内で使用する物品については、設置業者の

   規格品を使用してください。

イ 公共料金

    電気、上下水道、電話料及びＮＨＫ受信料等の公共料金については、指定管理者

への名義変更手続きを行い、請求に基づき支払期限内に支払事務を行ってください。

  ウ 管理業務を専門業者に委託する場合、契約書を作成し業務内容、支払等を明確に

してください。

（４）施設の管理

   別表１「千歳市葬斎場施設管理業務」により行ってください。

（５）施設の管理運営に関すること

  ① 火葬場外、緑地帯の除草樹木の管理

   ア 場外緑地帯の除草

    場外の緑地帯及び駐車場の除草については、年３回以上実施するとともに、庭園   

の清掃、花・樹木の手入れ・剪定、冬囲い等の維持管理及び場外の環境美化に努

め、来訪者に不快感を与えないようにしてください。

    また、周辺防風林内に樹木に倒木等があった場合には、速やかに市に連絡すると   

ともに、軽微なものについては、火葬場職員が処理してください。

  ② 火葬場内外の清掃に関すること

   ア 場外清掃

    ・場外を回り、ごみ収集を随時行うとともに、所定のごみ分別を行いごみ集積所     

（ごみ箱）に集積してください。

    ・ごみ集積所（ごみ箱）は、常に清潔に保ってください。

  イ 場内清掃

    ・場内清掃に関しての詳細は、施設管理業務仕様書のとおり。

   ウ じん芥の収集

     じん芥の収集、処理は適正に実施してください。
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    ・じん芥収集期間  ４月～３月

    ・収集回数等詳細については、千歳市葬斎場じん芥処理業務仕様書のとおり。

  ③ 施設の管理運営

   ア 火葬場の管理

     施設を管理運営については、建物及び設備の状況を十分把握し、火葬場を常に    

良好な状態に保ってください。

   イ 火葬場の警備

     火葬場の警備は、機械警備を委託しているので、入館・退館時に警備キーで警

備の解除・開始を行ってください。

     また、警備キーは、紛失することのないよう適正に管理してください。

   ウ 受水槽清掃業務

     年１回清掃、水質検査を実施してください。

   エ 除雪業務

     駐車場、施設周辺の除雪を実施してください。

     ・現在、１０㎝以上の降雪時には、除雪の受託業者が開場時間までに除雪を実施     

し、排雪は敷地内空地に集積する契約となっています。

    ・除雪に関する詳細は、千歳市葬斎場除雪業務仕様書のとおり。

   オ 残灰の処理

     火葬時に発生する残灰（炭カル）については、破れない袋に入れ、袋の口を厳    

重に縛り、保管庫に一時保管。保管庫が満杯になった場合、残灰処理業者に委託

し、処理の過程について報告書の提出を受けてください。

   カ ばい煙測定

     年２回（１１月、３月）

  ④ 場内巡回

    場内を常に巡回し、異常があったり、場内へのごみの不法投棄を発見したら、速   

やかに市に連絡してください。

（６）再委託の禁止

   指定管理者は、管理業務を一括して第三者に委託することはできません。

   ただし、警備業務や管理業務の内保守点検業務においては、専門業者に委託するこ

  とができます。

   なお、施設の使用許可に関すること及び使用料の徴収事務については、第三者への

委託は認めません。

（７）敷地内の管理

   施設利用者が安全に利用できるよう、駐車場など敷地内の管理・点検を行ってくだ

さい。

（８）施設の修繕

  ア 建物及び施設等の修繕にあたっては、見積額が１件５万円未満については指定管

理者の負担により修繕を行ってください。

  イ ５万円以上の修繕については、市と協議してください。ただし、指定管理者の所

有に係る物品の修繕については、指定管理者の負担により行ってください。
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  ウ 修繕の負担区分に疑義が生じた場合は、速やかに市と協議してください。

（９）備品の管理

  ア 市が指定管理者に貸与する備品等は、「別表２ 千歳市葬斎場施設備品一覧表」

の物品とし、指定期間無償で貸与します。

  イ 指定管理者は、市が所有する備品については、千歳市会計規則第１２４条及び第

１２５条に基づいて管理してください。また、市の所有する備品が本来の使用目的

に供することができなくなったと認められるとき、又は亡失があったときは直ちに

市に報告してください。

  ウ 各年度終了後に備品の現在高を報告してください。このとき、指定期間中に亡失

の報告がなく、確認できない備品があった場合は、別途協議し、指定管理者の責め

   に負うものと判断されるときは、指定管理者が補填してください。

  エ 市の所有する備品については、形状の変更、施設外への持ち出し、又は第三者に

貸与及び譲渡をすることはできません。また、施設内においても、保管場所を移動

させた場合は、閉場時に元の場所に戻してください。ただし、市の許可を受けた場

合は除きます。

（９）防犯・防災対策等

  ア 施設内での事故発生の防止に努めてください。

  イ 緊急時等の対応及び防犯・防災対策についてマニュアルを策定し、職員の指導を

行ってください。

（10）業務の報告

   指定期間中は、「第９業務の実施に関すること」（７）の事項について、報告書を

作成し、市に提出してください。ただし、市が必要と認めたときは、随時報告を求め

ます。

   報告書及び管理に関する帳票は常に整理し、５年間保管してください。

   ※報告書の様式については、協定を締結した後に提示します。

（11）原状回復

   指定管理者は、指定期間が満了、指定が取り消された場合、協定を解除された場合

は、本市の指示に基づき、施設等の原状を回復していただきます。

（12）指定管理者が負担する運営費用

   本仕様書で市が負担することを定めた費用以外の費用は、指定管理者に指定された

  際に締結する管理業務に関する協定書に規定する指定管理料に含まれることから、指

定管理者の負担とします。

（13） 協 議

   指定管理者は、この仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処  

理について疑義が生じた場合は市と協議してください。

第９ 業務の実施に関すること

業務の実施にあたっては、次の事項に留意すること。

（１）総則

  ア 火葬業務等の業務の重要性を十分認識し、法律、条例その他関連法規を遵守し、

管理者の注意義務を持って、適正な業務の遂行に努めてください。
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  イ 利用者の心情等に配慮し、接遇及び言動等には十分な注意を払うとともに、サー

ビスの向上に努めてください。

  ウ 業務中は職務に専念するとともに、服装、言動等に十分注意し、第三者に不快の

念を与えないようにしてください。また、宗教上の中立を保ってください。

  エ 業務の実施にあたっては、名目のいかんを問わず第三者から金品を収受しないで

ください。

  オ 業務における事故、第三者による加害が発生したとき、これらの事態の発生が明

らかに予見できるときは、適切な処置を講ずるとともに、速やかに市に報告し指示

を仰いでください。

  カ 利用者の意見、苦情に対し、誠意を持って対応してください。

（２）火葬業務

  ア 火葬炉の運転にあたっては、煤煙、臭気を最小限に防止するなどの措置を講じて

ください。

  イ 業務にあたっては、安全を第一とし、事故等が発生しないように最大限の注意を

払ってください。

  ウ 火葬業務従事者に対しては、労働安全衛生上の必要な措置を講じてください。

  エ 火葬終了後は、使用者にその旨を通知し、収骨の方法について、適切な指示を行

ってください。また、収骨にあたっては、高熱による火傷や悪臭による不快感を感

じさせないよう適切な対応をしてください。

（３）施設の維持管理及び修繕等

  ア 施設は常に清潔に保つよう清掃を行うとともに、盗難等の被害を未然に防止する

よう必要な措置を講じてください。

  イ 施設設備については、定期的に点検を実施するとともに、必要に応じて修繕を行

ってください。

（４）受付業務

  ア 受付場所及び時間

    受付は、火葬場事務室において行ってください。

    受付は、使用時間内に到着したものに限ります。ただし、感染症者など緊急性の

あるものについて、市が特に指示したものは使用時間外でも受け付けてください。

  イ 火葬の予約、調整

   ① 人体の火葬は、市（市民課）から死亡者名、火葬時間、件数等についての連絡

が入るので、これにより予約を受付け、火葬業務に関する必要な調整を行って

ください。

     当日、火葬の予約を受付していない場合があっても、使用時間内で随時受け付

けるものとします。

   ② 動物の火葬は、電話での予約順に受付簿に記入し、人体の火葬に支障のないよ

うに火葬を行ってください。予約の無いものについては、事前に予約した使用者

に支障のないよう調整してください。

  ウ 受付業務

   ① 人体の火葬にあたっては、市民課発行の墓埋法第８条の規定による火葬許可証
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の提示を求めた後、火葬実施者に引き継いでください。

   ② 動物の火葬は、申請者に火葬場（動物焼却施設）使用承認申請書に必要事項の

記入を求め、内容精査の上、申請者から使用料の徴収及び使用承認書の交付を行

い、火葬実施者に引き継いでください。

（５）使用料の徴収及び納付

   千歳市火葬場条例（昭和49年7月1日条例第29号）別表に定める使用料を使用者

から徴収し、指定管理者の領収書を発行してください。

   徴収した使用料は、火葬毎に金銭出納帳に記載するとともに、月２回（１～１５日

分及び１６日～末日分）市へ実績報告し、市発行の納付書により、千歳市指定金融

機関又は千歳市収納代理金融機関に払い込んでください。

（６）墓埋法に定める火葬場管理者の事務

  ア 墓埋法第１５条に規定する火葬簿などの図書の管理を行ってください。

  イ 墓埋法第１６条第２項に規定する火葬許可証への記入、署名、押印を行うととも

に、返還の際、使用者にその取り扱い方法を説明してください。

  ウ 墓埋法第１７条に規定する火葬の状況を市（市民環境部市民生活課）に報告して

ください。

（７）業務の報告等

  ア 毎月、次の事項を翌月の５日（３月分にあっては３月末日）までに、市に報告し

てください。

   ・火葬業務の月別利用状況（火葬業務日誌・火葬業務実績報告書）

   ・動物炉使用許可申請書、収納状況及び納付書

   ・自動販売機にかかる電気小メーター数値及び使用量の報告

   ・その他業務日誌、燃料受払簿

  イ 次の事項を実施月の翌月５日までに、市に報告してください。

   ・火葬炉設備保守点検結果

   ・その他施設設備の点検結果報告書

第１０ 調査・指示への対応

（１）指定管理者は、市から求められたときは、施設、物品、各種帳簿等の実地調査の指

示に従わなければなりません。

（２）指定管理者は、市から指定管理者の業務又は経理について指示を受けたときは、こ

れに従わなければなりません。

第１１ 行政財産の目的外使用

  地方自治法第２３８条の４第４項及び千歳市公有財産規則第２２条第２項第４号の

規定による自動販売機等の設置に係る行政財産の目的外使用の許可については、市が行

いますので、指定管理者の業務の範囲外となります。

  平成21年度に市が行政財産の目的外使用を許可しているのは３社です。

  使用許可の期間は１年で、毎年度申請により更新を行っています。

  自動販売機等にかかる電気料につきましては、設置されている子メーターで確認後、
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設置業者から徴収し支払い願います。

  ※毎月、電気小メーターの数値及び使用量を確認し、市に報告していただきます。

第１２ その他業務実施上の留意事項

（１）公の施設であることを常に念頭におき、公平な管理運営を行い、特定の団体等に有

利あるいは不利になることは行わないでください。

（２）市が実施する新たな施策、規定改定、調査、施設の現状変更等にあたり指定管理者

の協力が不可欠な場合は、市の要請に迅速かつ誠実に対応してください。

（３）指定期間満了時には、別の指定管理者が指定された場合には、円滑かつ支障なく施

設管理業務が遂行できるよう引き継ぎを行ってください。

（４）この管理業務仕様書に定めるもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理につい

て疑義が生じたときは、その都度市と協議してください。
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別表1

千歳市葬斎場施設管理業務              

業  務  名 内      容

運営管理業務 詳細 施設管理業務仕様書

(1)火葬業務 人体、動物の火葬及び付随する業務

(2)受付業務 動物の火葬の受付・使用料徴収、収骨室及び待合室の調整、会葬者

への案内・呼出

(3)清掃業務 施設内清掃、床清掃(年6回以上)、ブラインド清掃(年1回以上)

窓ガラス清掃(年１回以上)

(4)受水槽清掃業務 年１回の清掃、水質検査の実施（水道法による）

(5)敷地内草刈り

樹木管理

草刈りは年３回以上、庭園の清掃、花・樹木の手入れ・剪定、冬囲

い

(6)除雪業務 除雪業務の受託者が、除雪量が少なく除雪を行わないとき又は除雪作業が

利用者の来場時間に間に合わないときは、駐車場、施設周辺の除雪を行う

(7)残灰の処理 火葬時に発生する残灰（炭カル）については、破れない袋に入れ、袋の口

を厳重に縛り、保管庫に一時保管。保管庫が満杯になった場合、残灰処分

業者に委託し、処理の過程について報告書の提出を受けてください。

機械警備業務 閉場時間帯及び休業日において機械警備の設定・解除。

詳細 千歳市葬斎場機械警備業務仕様書

自動ドア保守点検業務 年２回の実施し、設備機器を良好な状態に保ち、故障時には適切に対応す

る。点検は、設置業者が実施。

詳細 千歳市葬斎場自動ドア保守点検業務仕様書

じん芥処理業務 廃棄物の処理及び清掃に関する法律を遵守し、施設内からのじん芥を市の

基準により分別、所定の場所に集積し、週２回(不燃、可燃各１回)収集す

る。

詳細 千歳市葬斎場じん芥処理業務仕様書

排水設備維持管理業務 施設内に浄化設備を設置し、排水を再利用しています。年４回以上実施し

、設備機器を良好な状態に保ち、故障時には適切に対応する。点検は、設

置業者が実施。

詳細 千歳市葬斎場排水設備維持管理業務仕様書

消防設備保守点検業務 消防法第17条の3の3の規定に基づき点検報告書を消防署に提出する

設備について、専門業者による点検を実施し、点検報告書を消防署に提出

する。故障時には適切に対応する。

詳細 千歳市葬斎場消防設備保守点検業務仕様書

空調設備保守点検業務 温水ボイラー年２回、電気集じん機年１回、温水濾過装置年１回実施し、

設備機器を良好な状態に保ち、故障時には適切に対応する。

詳細 千歳市葬斎場空調設備保守点検業務仕様書
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業  務  名 内      容

オゾン脱臭装置保守点検

業務

年２回点検を行い、設備機器を良好な状態に保ち、故障時には適切に対応

する。点検は、機器の定期的な交換も含まれているため設置業者が実施。

詳細 千歳市葬斎場オゾン脱臭装置保守点検業務仕様書

除雪業務 １０ｃｍ以上の降雪時に実施し、排雪は敷地内の空地に集積する。

開場時間前までに実施し利用者に支障のないようにする。

詳細 千歳市葬斎場除雪業務仕様書

自家用電気工作物

保安業務

電気設備の保守点検を２カ月に１度計６回（内１回は主電源を停止

しての総合点検）実施し、設備機器を良好な状態に保ち、故障時には適切

に対応する。また、電気事業法に基づく電気工作物保守点検を実施する。

   詳細 千歳市葬斎場自家用電気工作物保安業務仕様書

火葬炉保守点検 火葬炉設備の維持及び保守のため、年１回以上必ず実施する。また、故障

時には適切に対応する。点検は、９月までに実施する。

設備が正常にかつ安全に稼働するよう設置業者が実施。

詳細 千歳市葬斎場火葬炉保守点検業務仕様書
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千歳市葬斎場管理業務仕様書

この仕様書は、千歳市葬斎場の運営管理業務の仕様について定めます。

１ 対象施設

   所在地 千歳市根志越１365番の甲

   名 称 千歳市葬斎場

２ 施設の概要

(1) 構 造

    鉄筋コンクリート造平屋一部２階建て

(2) 面 積

        １ 階 ２,３６０.０４㎡

     ２ 階    ２２６.２５㎡

        残灰堂        ７.０７㎡

        合 計 ２,５９３.３６㎡

(3) 付帯設備

  ア  ボイラー室設備   １式

  イ  暖房設備          １式

  ウ 空調設備      １式

  エ 給油設備      １式

  オ 床暖房設備     １式

  カ ロードヒーティング １式

  キ 電気時計設備    １式

    ク インターホン設備  １式

  ケ 電話設備      １式

  コ 電灯設備      １式

  サ 排水通電設備    １式  

  シ 給湯設備      １式

  ス 消火設備      １式

  セ 受水槽(3立方ﾒｰﾄﾙ)  １基

  ソ し尿浄化槽設備   １式

  タ オゾン脱臭装置   １式

  チ 火葬炉       ５基

  ツ 動物炉       １基

  テ 胞衣焼却炉     １基

３ 運営管理の項目

(1) 受付業務
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(2) 火葬業務

(3) 施設管理業務

(4) 葬斎場の清掃

(5) その他

  ア  窓ガラス清掃業務

  イ ブラインド清掃業務

  ウ 受水槽清掃業務

  エ 水質検査業務

  オ 駐車場草刈業務

４ 一般的留意事項

(1) 従業員

  ア  受託業務を行う従業員は、あらかじめ市長に届け出て、その承認を受けるものと

します。従業員を交替させる場合も、同様とします。

  イ 従業員には、一定の服装で業務に従事させ、記名章を着けさせるほか、接遇教育   

を十分に行ってください。

  ウ 受託業務の処理に伴い従業員を採用するときは、市内居住者の採用に努めてくだ

さい。

  エ 市は、委託業務遂行上、不適当と認められる従業員は、受託者に対し、その派遣   

替えを要求できるものとし、市から要求があった場合は２週間以内に当該従業員を      

交代させるものとします。

  オ 受託業務処理にあたっては、市と十分に連携を図り、火葬業務がないときには、   

従業員全員で清掃業務、事務処理をはじめ、施設の維持、管理、保守業務等を行う   

ものとします。

  カ 受託者は、従業員の身元、衛生及び規律の維持に関して施設の責任を負い、かつ、   

労働基準法及び労働安全衛生法等の諸法規を遵守し、適正な労働条件及び賃金の確   

保に努めるものとします。

  キ 受託者は、機器の操作等委託業務の処理に必要なマニュアルを備え、受託業務の   

適正な処理に努めなければなりません。

(2) 火葬場管理者の報告

  ア  受託者は、従業員の中から火葬場管理者を定め、市に推薦書を提出してください。   

  イ 受託者は、市からの火葬場管理者の決定通知に基づき、墓地、埋葬等に関する法   

律第１２条に規定する管理者の届出を行うものとします。

(3) 施設の使用等

  ア 受託業務の処理に必要な制服、清掃用備品、報告書類その他必要となる事務的消   

耗品については、受託者の負担とします。

  イ 受託者は、受託業務に使用する資機材等は、努めて市内業者から購入するものと   

します。

  ウ 受託者は、受託業務処理にあたっては、迅速かつ正確に行い、節電及び節水に努   

めるとともに、作業終了時には必ず消灯してください。
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(4) 休業日

   休業日は、１月１日及び友引の日とします。ただし、市長が特に必要と認めたとき

は、この限りではありません。

(5) その他

  ア  受託者は、受託業務の処理にあたって、市又は第三者に損害を与えないよう常に   

善良なる注意義務を払わなければなりません。

  イ 受託者は、器物の破損、盗難、火災等の異常を発見したときは、直ちに市に通報   

するとともに適切な措置を講ずるものとします。                            

５ 受付業務

(1) 受付業務に従事する従業員は、市民サービスの低下につながらないよう適正な人   

員の配置をしてください。

(2) 受付業務時間は、次のとおりとします。

   午前８時４５分から午後５時１５分まで

(3) 作業内容

  ア  火葬予約状況の確認及び火葬の受付

  イ 火葬炉、告別室、収骨室及び待合室の使用の調整

  ウ 会葬者の案内、呼び出し等

  エ ペットの火葬予約受付及び使用料の徴収

６ 火葬業務

(1) 火葬業務に従事する者は、環境汚染、災害事故等の発生を防止するため、火葬炉

   本体の構造、機能等を十分に把握し、専門的な知識及び技術を習得した者を配置し

てください。

(2) 葬斎場では、同時に２件の火葬が可能であること、又動物を含め１日最高６件の   

火葬の可能性があることを考慮し、適正な人員を配置してください。

(3)   火葬業務時間は、午前８時４５分から午後５時１５分までとします。

(4) 作業内容

  ア  火葬炉の始業及び終業点検

  イ 火葬炉、告別室、収骨室及び待合室の準備

  ウ 柩運搬車を点検し、霊柩車到着場所へ配置

  エ 霊柩車及び遺族の出迎え

  オ 霊柩車から柩運搬車への乗せ替え

  カ 火葬の事務手続きを円滑に行うため窓口へ案内するとともに、会葬者を一時待機   

場所へ案内

  キ 会葬者を告別室へ案内

  ク 告別式を実施し、終了時に名前と名札を確認し、柩運搬車を炉前ホールへ移送

  ケ 炉前ホールで柩運搬車から火葬台車へ自動乗せ替えを行う

  コ 炉前業務実施後、火葬台車を前室に自走させ、炉裏業務（火葬）を開始

  サ 待合室への案内
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  シ 火葬終了確認後、名前と名札を確認し収骨室に搬送するとともに、収骨準備を行   

い会葬者を案内

  ス 収骨方法を説明し、収骨終了後、火葬証明書及び骨箱を遺族へ渡す

  セ 遺族の見送り、残骨及び残灰の処理並びに告別室、炉室及び収骨室等を清掃

  ソ ペットの火葬についても、上記に準じて処理してください

  タ 行旅死亡人等、引き取り手のない遺骨を市が指定する期間保管する

７ 施設管理業務

(1) 施設管理に従事する者は、建物及び設備を十分把握し、専門的な知識、技術及び   

資格を有した者を配置するとともに、必要に応じて火葬業務に従事するものとしま

す。

(2)   危険物取扱い有資格者を配置してください。

(3) 施設管理業務時間は、午前８時４５分から午後５時１５分までとします。

(4) 作業内容

  ア  施設の管理

  イ 建物、設備、機器等の点検及び修理

  ウ 花壇の管理

  エ 冬期間の除雪作業。ただし、積雪が１０センチメートルを超えた場合を除きます

  オ 前月分の火葬業務日誌及び火葬業務実績報告書を、毎月５日までに千歳市に提出   

してください          

  カ 市の指示に基づき関係機関との連絡調整

  キ 施設管理に伴う庶務及び経理事務の補助

ク 敷地内の木の管理（カラスの巣、害虫等の駆除含む）。危険木、枯木等の伐採。
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８ 清掃業務

(1) 清掃の範囲及び床構造別の清掃面積は、次の表のとおり。

室  名 清掃面積 床 構 造 作業内容 作業回数

正面玄関

風除室(1)

21.175 ㎡ 御影石

（バーナー仕上げ）

床面防塵・拭き   随時  
フロアーマット吸塵 1/日

ドアガラス清掃 1/日

正面玄関

風除室(2)

20.3875 ㎡ 御影石

（バーナー仕上げ）

床面防塵・拭き   随時  
フロアーマット吸塵 1/日

ドアガラス清掃 1/日

エントランス

ホール

250.4837 ㎡ 御影石

（バーナー仕上げ）

床面防塵・拭き   随時  
フロアーマット吸塵 1/日

屑入れ処理   1/日
職員用

男子トイレ

7.0 ㎡ 長尺塩ビシート 屑入れ・汚物入れ処理   2/日
衛生陶器洗浄   2/日
鑑清掃・ペーパー等補充   2/日

職員用

女子トイレ

6.5812 ㎡ 長尺塩ビシート 屑入れ・汚物入れ処理  2/日
衛生陶器洗浄   2/日
鑑清掃・ペーパー等補充   2/日

事務室 46.635 ㎡ 長尺塩ビシート 床面防塵・拭き   随時  
屑入れ処理 1/日

柩運搬車置場     16.24 ㎡ 御影石

（バーナー仕上げ）

床面防塵・拭き   随時

職員更衣室(1) 4.6875 ㎡ 長尺塩ビシート 屑入れ・汚物入れ処理  1/日
屑入れ処理   1/日

職員更衣室(2) 4.6875 ㎡ 長尺塩ビシート 屑入れ・汚物入れ処理  1/日
屑入れ処理   1/日

脱衣所

（ユニットバス）

8.75 ㎡ 長尺塩ビシート 床面防除・拭き   1/日
ユニットバス洗浄   1/日

職員玄関

風除室(3)

5.125 ㎡ 磁器タイル 床面防塵・拭き   1/日
フロアーマット吸塵   1/日
ドアガラス清掃   1/日

廊下(1) 16.8 ㎡ 長尺塩ビシート 床面防塵・拭き   1/日
動物炉前室 17.8 ㎡ 御影石 床面防塵・拭き   随時  
台車置場 20.25 ㎡ 御影石 床面防塵・拭き   随時  
霊安室 14.3 ㎡ 長尺塩ビシート 床面防塵・拭き 1/日

炉前ホール 156.99 ㎡ 御影石 床面防塵・拭き   随時  
告別室(1) 64.6687 ㎡ 大理石 床面防塵・拭き   随時  
告別室(2) 64.6687 ㎡ 大理石 床面防塵・拭き   随時  
収骨室前室 50.9137 ㎡ 御影石 床面防塵・拭き   随時  
収骨室(1) 47.9325 ㎡ 大理石 床面防塵・拭き   随時  
収骨室(2) 47.9325 ㎡ 大理石 床面防塵・拭き   随時  
収骨ホール 71.8987 ㎡ カーペットタイル 床面吸塵 1/日

廊下(2) 26.4 ㎡ カーペットタイル 床面吸塵 1/日

ホール 91.6 ㎡ カーペットタイル 床面吸塵 1/日

屑入れ処理   随時  
公衆電話コーナー 4.8525㎡ カーペットタイル 床面吸塵 1/日

屑入れ処理   随時  
自動販売機置場 15.4512 ㎡ ホモジニアスタイル 床面防塵・拭き   随時  

屑入れ処理   随時  
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室  名 清掃面積 床 構 造 作業内容 作業回数

待合ホール 137.7322 ㎡ 大理石 床面防塵・拭き   随時  
屑入れ処理   随時  

廊下(3) 67.6 ㎡ カーペットタイル 床面吸塵 1/日

廊下(4) 67.6 ㎡ カーペットタイル 床面吸塵 1/日

待合室(1) 54.1725 ㎡ 畳 床面吸塵   随時  
屑入れ処理   随時  

待合室(2)(3) 104.16 ㎡ 畳 床面吸塵   随時  
屑入れ処理   随時  

待合室(4)(5) 106.2525 ㎡ 畳 床面吸塵   随時  
屑入れ処理   随時  

男子トイレ

洗面所

30.5788 ㎡ 御影石 屑入れ・汚物入れ処理  随時
衛生陶器洗浄   随時
鏡清掃・ペーパー等補充   随時  

身体障害者用
トイレ

6.48㎡ 御影石 屑入れ・汚物入れ処理   随時
衛生陶器洗浄   随時
鏡清掃・ペーパー等補充   随時  

女子トイレ

洗面所

31.8409 ㎡ 御影石 屑入れ・汚物入れ処理   随時

衛生陶器洗浄   随時

鏡清掃・ペーパー等補充   随時  

湯沸室 24.2564 ㎡ 長尺塩ビシート 床面防塵・拭き   随時

流し台清掃   随時  
茶殻・雑塵処理   随時  

風除室(4) 2.7912 ㎡ 磁器タイル 床面防塵・拭き 1/日

フロアーマット吸塵 1/日

ドアガラス清掃 1/日

風除室(4) 2.7912 ㎡ 磁器タイル 床面防塵・拭き 1/日

フロアーマット吸塵 1/日

ドアガラス清掃 1/日

  合 計 1,696.4666 ㎡

(2) 清掃作業に従事する従業員は、施設全体を清潔に保持するよう努めてください。

(3)   清掃作業時間は、午前８時４５分から午後５時１５分までとします。

(4) 作業内容

        清掃業務（日常及び定期清掃）は、（1）の表により行うものとするが、次の点   

に留意してください。

  ア  通行又は使用の頻度が高く、汚れの強い箇所は随時行ってください。

  イ 什器備品（カウンター、ベンチ、机、電話、案内板、応接セット等）拭きは、水

拭き又は空拭きとし、汚れ目のないようにするとともに、移動可能な什器備品に   

ついては移動させて清掃してください。

  ウ 入口付近の外壁、マット類、必要に応じてホース等で散水し、特に汚れの強い部   

分はブラシで念入りに行ってください。

  エ ポリシャーで磨き出しが困難な場合は、布類を用いて丁寧に実施してください

  オ 各陶器類は、汚れのないように内外ともに払拭、清掃してください。
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  カ 定期清掃は、年６回以上実施してください。

  キ 室内の掃き清掃は、ダストコントロール方法による集塵を行ってください。

  ク 室内の床構造が、カーペット、じゅうたん等の場合には、年１回カーペットシャ   

ンプー等を使用し、ポリシャー及びバキューム方法による清掃を行ってください。

  ケ 葬斎場外周の清掃は、防塵、散水、靴洗水の取替え、舗装通路のブラッシングと   

し、汚れのある場合は随時行ってください。

  コ 便所の清掃は、清掃業務の(1)に定めるほか、洗面台の清掃、無臭薬品の投入等   

を含むものとし、床面、壁面の汚れ部分については、洗剤等による洗浄を行ってく

ださい。

  サ 灰皿の清掃は、タバコの吸殻等を取り除き、水洗いし、所定の場所に設置してく

ださい。

  シ 塵の回収は、コレクター等を使用するものとし、床面保護に留意してください。

  ス 定期的に館内のゴミ収集を行うとともに、不燃、可燃に分別し、収集場所へ集積   

してください。

   

９ 窓ガラス清掃業務

(1) 実施時期    ５月中旬

(2)   窓ガラス面積  ５８７.６９ ㎡

(3) 実施回数    年１回

(4) 使用洗剤    グラスター

10 ブラインド清掃業務

(1) 実施時期    ５月中旬

(2)   清掃面積    20.3572 ㎡

(3) 実施回数    年１回

11 受水槽清掃業務

(1) 実施時期    ２月中旬

(2)   清掃面積    ３ ㎡

(3) 実施回数    年１回

12 水質検査業務

(1) 実施時期    ８月上旬

(2)   実施回数    年１回

13 駐車場草刈業務

(1) 実施時期    ６月・８月・９月

(2)   実施回数    年３回
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千歳市葬斎場機械警備業務仕様書

この仕様書は、千歳市葬斎場機械警備業務委託の仕様について定めます。

１ 警備対象施設

   所在地 千歳市根志越１３６５番の甲

  名 称 千歳市葬斎場

２ 警備方法

  機械警備（警備対象施設に別に指示するところにより警報機器を設置し、自動警報機

械の発報に対し警備員を出動させ、迅速な処置をとる）。

３ 回線の使用

  警備対象施設の、既設電話回線を使用してください。

4 業務内容

(1) 不法侵入、盗難及び火災の発見と初期措置

(2) 自動警報機の保守管理

  ア 機器が正常機能を維持するため、保守点検を行うこと。

  イ 常時機器の作動状態を確認すること。

  ウ ア及びイにより機器の異常を発見したときは、受託者の負担により直ちに機器の   

修理を行い警備上の安全措置を講ずること。ただし、機器の異常が市の責めによる   

場合は、市の負担とする。

5 警備時間

   警備対象施設が無人となった後の警備装置による警備開始時から解除時までとしま

す。

6 警備業務の対処

(1) 警備機器作動中、設置した監視装置により警備対象施設の異常の有無を間断なく監  

視するとともに、発報事項の記録を行うこととします。  

(2) 警備対象施設に異常事態が発生したことを知ったときは、直ちに次の措置をとるも  

のとします。

    ア 火 災 警 報  消防機関に通知するとともに、警備対象施設に警備員を急行             

させ、異常事態の確認を行い必要な措置をとるものとします。

  イ 不法侵入・盗難  警備員を警備対象施設に急行させ異常事態の確認を行い、状

況に応じて関係機関への通報その他必要な措置をとるものと             

します。

(3) 警備時間中は、警備員を市内に常駐させなければなりません。
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７ 警備員の具備条件等

(1) 委託業務を処理するため、次の各号に定める要件を具備する警備員を配置するもの  

とします。

    ア 心身に著しい欠陥を有せず、警備業務を行う能力を有する者

  イ 身元が確実で、素行が正しい者

  ウ 責任感を有し、かつ、公共施設の品位を損なうおそれのない者

(2) 警備員を定めたときは、遅滞なく市に通知するものとする。警備員に異動のあった  

場合も同様とします。

(3) 警備員には常に清潔かつ端正な服装をさせるとともに、受託者の発行する身分証明  

書を常時携帯させなければなりません。

(4) 受託者は、委託業務に従事する警備員に関する諸法令上の一切の責任を負うものと  

します。

８ 警備員の変更請求等

(1) 受託者が配置した警備員のうち、受託業務の処理上著しく不適当と認められる者が  

あるときは、その理由を付した書面により受託者に対し、その変更を請求することが  

できます。

(2) 前号の請求があったときは、その日から１０日以内に必要な措置を講じ、その結果  

を市に通知しなければなりません。

９ 警備開始時及び終了時の自動警報機の取扱い

(1) 警備対象施設の最終退所者は、防火その他事故防止上必要な措置を講じ、自動警報  

機の入力を行うものとします。

(2) 警備対象施設の最初の入所者は、自動警報機の入力を解除するものとします。

10 自動警報機の設置状況

  自動警報機の設置箇所は、別図のとおりとします。

11 その他

  この仕様書に定めのない事項については、市と受託者双方協議のうえ決定します。







10

千歳市葬斎場オゾン脱臭装置保守点検業務仕様書

この仕様書は、千歳市葬斎場オゾン脱臭装置保守点検業務の仕様について定めます。

１ 保守点検対象施設

   所 在 地 千歳市根志越１３６５番の甲

   名  称 千歳市葬斎場

２ 対象機器

   オゾン脱臭装置 ＳＹＳＣＯＭー９０２型（噴出口数１３）   １台

３ 保守点検項目

   (1) 稼働状況の確認

   (2) 脱臭効果の確認

   (3) オゾン吹出口の洗浄

   (4) オゾン濃度の確認

   (5) 上記項目の適正化調整

４ 保守点検月

  ６月、１２月とし、事前に通知してから行うものとします。

５ 保守点検以外のもの

   保守点検業務の範囲を超えるものについては、協議して処理を行うこのとします。
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千歳市葬斎場じん芥処理業務仕様書

この仕様書は、千歳市葬斎場じん芥処理業務等の仕様について定めます。

１ 対象施設

千歳市葬斎場

  所在地 千歳市根志越１３６５番の甲

２ じん芥搬出日程

千歳市葬祭場からのじん芥搬出

   １週２回

    可燃物 水曜日

    不燃物 金曜日  ただし、休館日（友引）  にあたる場合は、翌日とする。

    年間１０２回（可燃物５１回、不燃物５１回）
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千歳市葬斎場排水設備維持管理業務仕様書

この仕様書は、千歳市葬斎場排水設備維持管理業務の仕様について定めます。

１ 業務対象施設

   所 在 地 千歳市根志越１３６５番の甲

   名  称 千歳市葬斎場

２ 機器装置名

(1) 排水利用処理装置（ダブルクリーン）

        ＷＫー５０型   １基

        ＷＫ－１５型   １基

(2) 雑排水専用処理装置

        ＣＰＨー９型   １基

３ 保守点検業務

(1) 実施月  ６月、８月、１１月、２月

(2) 回 数    ＷＫー５０型   年４回

                ＷＫ－１５型   年４回

                ＣＰＨー９型   年４回

４ 清掃（汲み取り）業務

(1) 実施月  実施月については、汚水槽の状況により実施することとします。

(2) 量・回数 ＷＫー５０型

                ＷＫ－１５型

                ＣＰＨー９型

                    計

12.8

4.6

2.5

19.9

㎥  年１回

㎥  年１回

㎥  年１回

㎥

５ 活性炭交換業務

(1) 実施日  １０月

(2) 量・回数 ＷＫー５０型

                 ＷＫ－１５型

                    計

20

10

30

㎏  年１回

㎏ 年１回

㎏

                                                 

６ 費用の負担

  委託業務の実施に要する器具、機械、消耗品等は、受託者の負担とします。ただし、

次に掲げる費用については、市の負担とします。

(1) 受託者の責めに帰さない設備機器の破損修理費用で、市が認めたもの
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(2) 受託者の事情により行う工事及び破損修理費用

(3) 老朽化に伴う機器交換及び設備の補修費用

(4) 災害又は市の責任により機器に損害を与えた場合の補修費用
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千歳市葬斎場自動ドア保守点検業務仕様書

この仕様書は、千歳市葬斎場自動ドア保守点検業務の仕様について定めます。

１ 業務対象施設

   所 在 地 千歳市根志越１３６５番の甲

   名  称 千歳市葬斎場

２ 機器装置名

   ＤＳ型タイプ

    正面玄関（引き分け）

    収骨室前（引き分け）

        収骨室 （引き分け）

    身障者用トイレ（片引き）

    動物炉前風除 （片引き）

        炉前ホール（引き分け）

    動物炉前室（引き分け）

              計

  ４基

    １基

    ２基

    １基

    １基

    ６基

    １基

  １６基

３ 点検業務内容

(1) 扉・サッシ部

  ①扉の傷の目視点検

  ②ガイドレール内の異物目視点検、清掃

  ③扉とサッシ、扉と床面の隙間目視点検

  ④扉走行時の異音の確認

(2) 懸架部

  ①ハンガーレールの締付ボルト締付け確認

  ②ハンガーレールの摩耗目視点検、汚損の目視点検、清掃

  ③吊車の摩耗、損傷の目視点検及び交換

(3) 駆動部

  ①モーターの締付ボルト締付け確認

  ②モーターの異音、異熱の有無の確認

③防振ゴムの変形確認

  ④ベルト、連結器の張り、摩耗、損傷の確認

(4) 制御装置

  ①制御装置の締付ボルト締付け確認

  ②開閉速度の確認

  ③クッション作用の動作確認

  ④開き保持時間の動作確認

  ⑤ストロークの確認
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(5) センサー部

  ①センサーの締付ビス締付け確認

  ②センサーの感知範囲の確認

  ③センサーの感知動作の確認

  ④センサーの汚損確認、清掃及び交換

(6) 電気回路

  ①配線の接続の確認

  ②電圧の確認

  ③絶縁抵抗値の測定

  ④配線の腐食の確認

(7) その他

  ①不時の事故の際は、無償で修理する。

  ②部品交換は無償で行う。ただし、エンジン、コントローラーは別途有償とします。

  ③扉、錠前、振れ止め、扉外し、吊込工事、サッシ、カバーマット、オプション部分、   

オートロック装置、非常電源装置、パニック装置、入室システム装置等は別途有償   

とします。

４ 保守点検月

      点検は、５月、１１月とします。

５ 保守点検

      保守点検業務の範囲を超えるものについては、協議して処理を行うものとします。
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千歳市葬斎場空調設備保守点検業務仕様書

この仕様書は、千歳市葬斎場空調設備保守点検業務の仕様について定めます。

１ 業務対象施設

   所 在 地 千歳市根志越１３６５番の甲

   名  称 千歳市葬斎場

２ 機器装置名

(1) 電気集塵機ユニット

  ① 台  数     ４台

  ② 点検回数      年１回

  ③ 点検項目        フィルター清掃

(2) 温水ボイラー（真空式ヒーター）

  ① 台  数     １台

  ② 点検回数      年２回

  ③ 点検項目        

      ア ボイラー本体  ・燃焼室及び鉛管清掃

             ・真空度点検

   イ 燃焼装置    ・バーナー点検

   ウ 試運転整備   ・燃焼度調整測定

   エ 安全装置確認  ・燃焼監視装置燃焼遮断試験・管圧力安全装置燃焼遮断試験

(3) 温度濾過坊錆装置

  ① 台  数     １台

  ② 点検回数      年１回

  ③ 点検項目        

      ア 防食装置    ・薬剤の充填（薬剤50㎏）

             ・添加量の調整

             ・内部清掃

   イ 操作盤     ・動作チェック

             ・故障表示点検

             ・表示灯の点検

             ・絶縁抵抗測定

   ウ 濾過装置    ・ポンプ点検

             ・フィルター交換（フィルター１６台）

             ・濾材交換、補充

   エ 水質分析     

３ その他

   保守を要する、薬剤・濾過フィルター等の消耗品は、受託者の負担とします。
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千歳市葬斎場除雪業務仕様書

この仕様書は、千歳市葬斎場除雪業務等の仕様について定めます。

１ 対象施設

   所 在 地 千歳市根志越１３６５番の甲

   名  称 千歳市葬斎場

２ 業務要旨

葬斎場構内が積雪により、車両等の通行に支障が生じたときに、除雪を実施してくださ

い。

３ 業務内容

(1) 除雪は、積雪が概ね１０㎝を超える場合とする（千歳市の市道除雪出動依頼時に連  

動）。

   ただし、降雪が葬斎場の休業日（友引の日）にあたる場合は、その翌日に業務を行  

うこととします。

(2) 除雪対象区域は、別紙図面によります。排雪は構内の空地に集積してください。

４ 注意事項

(1) 車両により除雪する場合は、大型特殊自動車運転免許の有資格者としてください。

(2) 業務処理にあたっては、縁石その他の施設を毀損しないよう細心の注意を持って  

行ってください。

(3) 施設、設備等を毀損した場合の損害賠償については、受託者の負担とし、その額は  

被害者と協議。

(4) 除雪車を運転するにあたっては、黄色回転灯を点灯し・誘導員を配置するなど十分  

な安全対策をとらなければなりません。

５ 報告書

当該月分の除雪業務に対する実績報告書を作成し、翌月初めに市に提出する。実績報告

書には、１回の除雪業務毎に業務月日、業務時間を記入してください。

６ その他

業務の遂行に疑義が生じたときは、業務担当員の指示を仰いでください。
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千歳市葬斎場消防設備保守点検業務仕様書

この仕様書は、千歳市葬斎場消防保守点検業務等の仕様について定めます。

１ 対象施設

   所 在 地 千歳市根志越１３６５番の甲

   名  称 千歳市葬斎場

２ 業務の内容

(1) 定期点検

   葬斎場に設置してある消防設備について、消防設備士の資格を有する技術員を派遣  

し、消防法及び消防関係法令に定める所要の点検（機能点検１回、総合点検１回）を  

実施するものとします。

    〈点検実施〉

      機能点検  ９月

   総合点検  ３月

(2) 不時の点検

   定期点検以外に、不時の設備故障等の際には点検を実施し、安全かつ適正な状態を  

維持するものとします。

(3) 消防設備の設置状況

設備名   機器 種別内容 数 量

消火設備 消化器   26本

自動火災報知

設備

電源装置

受信機 Ｐ型１級１５回線    1式

感知器

差動式スポット型感知器   41個

定温式スポット型感知器   50個

イオン式・光電式煙感知器   41個

発信機 Ｐ型２級   6個

表示灯      6個

誘導等及び誘

導標識

誘導灯      6個

非常放送設備 放送設備   1式

3 その他

(1) 点検日時については、決定次第、事前に連絡をしてください。

(2) 点検実施後、消防法に基づく「点検結果報告書」を作成し、提出してください。

   （機能点検時１部、総合点検時２部）
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千歳市葬斎場火葬炉保守点検業務仕様書

この仕様書は、千歳市葬斎場火葬炉保守点検業務等の仕様について定めます。

１ 対象施設

   所 在 地 千歳市根志越１３６５番の甲

   名  称 千歳市葬斎場

２ 機器装置

   火葬炉    ５基

   動物炉    １基

   胞衣焼却炉  １基

   再燃焼炉   ７基

   排気筒設備、燃焼設備、集塵装置、残灰処理装置

   中央監視盤、動力制御盤等火葬に係る付帯機器

３ 設備点検項目

   主燃焼炉、再燃焼炉、断熱扉、火葬台車

   主・再燃バーナー、燃焼送風機、ジェット空気噴射装置、

   排ガス冷却装置、集塵装置

   誘引送風機、煙道、排気筒

   化粧扉、炉前室、燃焼設備オイルポンプ、残灰処理装置

   動力制御盤、燃焼設備中央監視盤、バーナー操作盤、計装機器

   火葬モニター設備、柩運搬車

４ 保守点検業務内容

(1) 受入設備の点検

  ①炉前化粧扉の状態点検確認

  ②柩運搬車、火葬台車の状態・作動点検確認

  ③冷却室の点検確認

(2) 火葬炉設備の点検

  ①主燃焼炉の動作点検確認

  ②金物類の状態点検確認

  ③断熱類の状態点検確認

(3) 再燃焼炉設備の点検

  ①再燃焼炉の作動点検確認

  ②金物累の状態点検確認

(4) 煙道の点検

  ①主煙道、風道、バイパスの点検確認

   ②ダンパーの点検確認
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(5) 排気筒設備の点検

  ①筒身の状態点検確認

  ②内巻き煉瓦、耐火物の状態点検確認

(6) 燃焼設備の点検

  ①火葬炉バーナーの状態点検確認

  ②再燃焼炉バーナーの状態点検確認

  ③ギァーポンプの作動状態確認

  ④移送ポンプの作動状態点検確認

  ⑤メイン・サービスタンクの保守点検

  ⑥各配管の状況点検

(7) 機器設備の点検

  ①燃焼空気送風機の作動点検確認

  ②誘引送風機の作動点検確認

  ③希釈装置の状況点検確認

  ④集塵装置の状況点検確認

  ⑤コンプレッサーの状態点検確認

  ⑥ジェット空気装置の状態点検確認

  ⑦モートルブロックの点検確認

(8) 電気計装設備の点検

  ①各制御盤の作動状態点検確認

  ②モニター設備機器作動状態点検確認

(9) その他設備機器の点検

  ①残灰処理装置の点検確認

  業務の処理に関し、業務担当技術者を派遣し、火葬炉及び関連機器の作動状況を点検、

常に正常に作動するよう維持するものとします。

４ 保守点検以外のもの

  保守点検業務の範囲を超えるものについては、事前に市と協議して処理を行うものと

します。
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千歳市葬斎場自家用電気工作物保安業務仕様書

この仕様書は、自家用電気工作物保安業務等の仕様について定めます。

１ 対象施設

   所 在 地 千歳市根志越１３６５番の甲

   名  称 千歳市葬斎場

２ 業務の内容

  受託者は、自家用電気工作物（以下「電気工作物」という。）の保安業務として、次

に掲げる業務を行ってください。

(1) 月次点検 必要の都度

(2) 年次点検 毎年１回

(3) 臨時点検 異常の発生又は発生する恐れがある場合 必要の都度

(4) 不良箇所の改修指示及び助言 必要の都度

(5) 電気工作物の事故発生時の応急措置の指導及び事故原因の調査並びに再発防止のた  

めにとるべき措置の指導 必要の都度

(6) 法令に定める電気事故報告書の作成及び手続きの指導 必要の都度

(7) 法令に定める官庁検査の立会 必要の都度

(8) 工事中点検 毎週１回

(9) 業務の対象外である点検及び測定試験を市が行う場合の指導及び助言

２ 処理の方法

(1) 月次点検は、別表（対象自家用電気工作物）のとおり行ってください。

(2) 年次点検は、電気工作物の運転を停止して年１回行ってください。

(3) 不良箇所の改修指示は、その都度書面をもって行ってください。

(4) 工事中点検は毎週１回行ってください。

３ 点検等の結果の通知

  受託者は、電気工作物について点検等を行ったときは、その結果を書面によりその都

度指定管理者に通知するものとします。

別表  対象自家用電気工作物

設備容量 ３００ＫＶＡ

受電電圧 ６.６ ＫＶ

非常用予備発電装置 １１３ＫＶＡ  １基

監視装置 絶縁監視装置

点検頻度 隔月


